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正多面体ってドンダケ～？
　

2020年 9月

1 正多角形

図 1：正三角形

　みなさん、正三角形は知って
いますよね.
　どの辺の長さも, どの角も
みな等しいという綺麗な図形で
す.

　

図 2：正四角形

　このように、全ての辺が等し
くて全ての角が等しいような図
形は他にあるでしょうか？
　
生徒 A：正方形もだろ・・・
生徒 B：じゃあ,正六角形も
生徒 C：正七角形も

　

　
図 3：正五角形

　　　

図 4：正六角形

　

　
図 5：正七角形

　　　

図 6：正八角形

生徒 D：正多角形というのはいくらでもあるんだね.
　
先生 T：それでは, 立体図形を考えて見ましょう.

2 正多面体

写真 1：サッカーボール

　

先生 T：これは見たことが
　　　　ありますね.
　
生徒 A：サッカーボール！
生徒 B：サッカーボールは
　　　　丸いけどね.
　　　　これは角張ってる
生徒 C：正六角形がある
生徒 D：正五角形もあるし

　この立体図形は正 6角形と正 5角形で囲まれてた立体
です. このようにいくつかの平らな面で囲まれた立体のこ
とを「多面体」といいます. 正 6角形が 20面と正 5角形
が 12面でできています.
　このような多面体の中でも
　　　すべての面が、合同な正多角形であり
　　　すべての頂点で接する面の数が等しい
　　という外側に出っぱっている多面体
のことを,「正多面体」といいます.
平面の平面の場合には, 「正多角形」はいくらでもあり
ますが, 「正多面体」もいくらでもあるのでしょうか？
　
今日の問題：� �
　正多面体ってドンダケ～？� �

3 まず具体化！
生徒 A：「最初はゴール」だったね.
生徒 B：「多面体ってドンダケ～？」
生徒 C：それどういう意味？
生徒 D：平面のときには「正多角形」はいくらでもあった
　　　　けど, 空間の中でも「正多面体」は同じようにい
　　　　っぱいあるのか？っていうことでしょ.
生徒A：こういうときは、だいたい同じようなものでしょ.
生徒 B：でもさ, そもそも「正多面体」って, そんなに見
　　　　たことないんだけど・・・
生徒 C：サイコロなんかそうか？
生徒 D：それぐらいしか知らない！
生徒 A：第 6使徒ラミエル
生徒 B：エヴァンゲリオン？
生徒 C：ラミエルって, 正八面体？
生徒 D：サイコロは正六面体
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生徒 A：他には？
生徒 B：ああ！テトラパック！
　
　問題の最終目標は、「正多面体はいくらでもあるか？」に
答えること. とりあえず, どこから手をつけて良いか分か
らない場合には
　　　まず具体化！
ですよね.
問題を考えるとっかかりが分からないというのは, 問題

の状況をきちんと把握出来ていないところに原因があるこ
とが多いのです.
したがって問題を考え始めるときには, 目標となる物の

具体的なイメージをみんなで共有することが必要です.

テトラパックこと
写真 2：正 4面体

サイコロこと
写真 3：正 6面体

　

ラミエルこと
写真 4：正 8面体

　

生徒 A：そうかぁ・・・
　　　　言われてみれば
生徒 B：こういうのは
　　　　確かにあるな
生徒 C：だったらどう

　する？
先生 T：よく見てね

　　　　　事実はここに
　ある.

4 具体例の観察！
4.1 「見る」とは
「見る」ときにはただ漠然と見ては何も見つけることは
できません. 何を見るか決めてしっかり見ましょう. 皆さ
んが小学校のときに使った教科書を持ってきました. ちょ
うど立体図形について学んだ部分です.
これをみると, 立体図形の見方をちゃんと勉強していた

ことがわかります.

写真 5：小学校のときの教科書
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　さあ, 小学校のときに何を勉強したのでしょうか？
最初に, 立体を構成している面の形に注意して仲間分け

をしています. 次に面の数や辺の数、頂点の数を調べて表
にまとめたりしています. さらに, 面と面の関係を, 平行
や垂直という視点から仲間分けしています.
小学校のときに学んだことをやってみましょう. 生徒A：

じゃあ, 面の数をみてみようかな・・・

多面体　面の形　面の数
　

正 4面体　正三角形　 4
正 6面体　正方形　　 6
正 8面体　正三角形　 8

　

生徒 B：4 =⇒ 6 =⇒ 8 だから
　　　　次の多面体は面の数 10 だろう！
生徒 C：そうなの？
生徒 D：どうして 2ずつ増えるの？面の数が 5の正多面
　　　　体ってないの？
生徒 B：4 =⇒ 6 =⇒ 8 ってきれいじゃん
生徒 A：理由がわからないとなぁ・・・
生徒 D：このあと、どう考えたらいいの？
　
最初はゴール！でしたね. 目標は何だったでしょうか？

「正多面体ってドンダケ～？」でした. 正多面体はどれだ
けたくさんあるのだろうか？ 意訳すると「正多面体の多
様性」はどれくらいあるのかということでしょうか.
目標を確認したらば, 次には問題となっている現場を理

解するために「まず具体化！」を考えたわけです.
「まず具体化！」の結果、正 4面体, 正 6面体, 正 8面

体が浮かんで来たので, 次にすることは,この具体的な例
について, 目標に到達するように「観察する」ことです.

4.2 目的にあわせて視点を絞りましょう
いまの目的は「多面体の多様性」を調べたいのでした. そ

のために「まず具体例」としてあげることができたのが, 正
4面体と正 6面体と正 8面体です.
小学校の教科書のように, とりあえず現在見てわかって

いる要素についてまとめると,
　
　　　 多面体　面の形　面の数
　　　正 4面体　正三角形　 4
　　　正 6面体　正方形　　 6
　　　正 8面体　正三角形　 8
　

これを見てどう思うか？
　
生徒 A：だから 4 → 6 → 8 でしょ・・・
生徒 B：面の形は　正三角形　と　正方形
　　　　ほかにはないのかな？
生徒 C：面の形が同じ正三角形なのに異なる多面体
　　　　同じ三角形の面の正多面体ってないのかな？
　
先生 T：目的は「多様体の多様性」を調べたいのです.
　　　　いろいろありそうなことはわかりましたか？
　　　　 Bさんは面の形が正三角形と正方形の 2つある
　　　　けれど, それ以外にないのか？という疑問が生ま
　　　　れました.
　　　　面の形以外に「多様性」がでてくる場所はありま
　　　　すか？
生徒 D：面の形の違いで考えるということと
生徒 A：あとは何に着目すればいい？
生徒 B：同じ面の形だけど, 違う多面体がある.
生徒 C：ということは, 同じ三角形を面とする
　　　　正四面体と正八面体とでは何が違うか
　　　　調べればいいのか？

5 正 4面体と正 8面体
生徒 A：この二つを見ればいいのね.
生徒 B：確かに違うね,形は・・・
　

写真 6：正 4面体 写真 7：正 8面体
　
生徒 C：これのどこみればいいの？
生徒 D：小学校の教科書だと・・・
生徒 A：「面,辺,頂点についてみる」とある.
生徒 B：面については・・・どちらも正三角形だね
生徒 C：辺については・・・まっすぐ・・・
生徒 D：まっすぐなのはあたりまえじゃん.
生徒 A：辺と辺のつながり方？
　　　　面と面とのつながりで辺？
生徒 B：直線は 2点できまるから, 2頂点の間ってのはあ
　　　　たりまえ？
生徒 C：辺は 2つの面で決まってる？
生徒 A：辺には 2つの面がくっついている？
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生徒 B：頂点は？
　

写真 8：正 4面体 写真 9：正 8面体
　
生徒 C：正 4面体は一つの頂点に 3つの面が・・・
生徒B：正 8面体は一つの頂点に 4つの面が集まってるね.
生徒 A：なるほど, なんか何かを発見したみたいな喜び！
生徒 D：3, 4 ときたら 5 ってこともありか？
　

写真 10：三角形が 5枚

生徒 A：こんな感じ？
生徒 B：
　五角形ができるから,
　きれいにつながらない？
生徒 C：
　こうやって, どんどん
　つないでいったら,
　ちゃんと立体になる？

　
生徒 D：正三角形をたくさん用意してセロテープで貼って
　　　　いこう！
生徒 A：どの頂点にも 5枚の正三角形が集まるようにし
　　　　なくちゃね　

写真 11：正 20面体

生徒 B：おー！こんなのが
できた
生徒 C：きれいな形だね
生徒 D：ダイヤモンドみた
い？
生徒A：面の数が 20の立体
生徒 B：正 20面体か.

　
生徒 C：3, 4, 5ときたら次は 6だな・・・
　　　　やってみよう. 生徒 A：なんかだめみたい
生徒 B：6枚あつめると,平らになる！

写真 12：3つの正三角形 写真 13：展開すると

写真 14：4つの正三角形 写真 15：展開すると

写真 16：5つの正三角形 写真 17：展開すると

　 1つの頂点に 6つの正三
角形があつまると, 平らに
なって出っぱった頂点を作
れません. .

写真 18：6つの正三角形
　
生徒 A：１つの頂点に
　　　　 6枚あつまると,頂点ができずに平らになる.
　　　　（外側に出っぱる多面体にならない）
生徒 B：それ以上の三角形を無理矢理接続させることもで
　　　　きるけど,そうなると内側に出っぱってしまう.
生徒 C：じゃあ、少なくなった 2枚だとどう？
生徒 D：2枚じゃやっぱり立体にならないし・・・
　
そういうわけで, 面の形が正三角形である 2つの正多面
体, 正 4面体と正 8面体を観察することから, 正 20面体
の存在を予言できましたし, これ以上, 正三角形を面とす
る正多面体はないということもわかりました.

6 面の形が正方形の正 6面体
もうひとつあげた具体例の正 6 面体についてはどうで
しょう？
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写真 19：正 6面体

図 7：
3枚の正方形が集まる立

方体
　
生徒 A：立方体は正 4角形で囲まれた正多面体で
　　　　立方体の一つの頂点に注目すると
　　　　 3つの正四角形が集まっています.
生徒 B：一つの頂点に集まる四角形は枚だと立体にならず
　　　　 3枚で立方体, 4枚だと平らになってしまって
　　　　立体になりませんね.
　

図 8：正方形が
4枚集まると

生徒 C：
　正四面体が 4枚だと平ら
になって立体になりません
ね. 　
　

　
生徒 D：ということは、正四角形の面を持つ正多面体っ
　　　　て, 正 6面体しかないってことになるな・・・

7 面の形が正五角形の立体は？
生徒 A：じゃあ,正 5角形だとどうなるかな？
生徒 B：まずは 3枚集めてみると・・・

写真 20：3つの正五角形

生徒 C：
　これも正五角形を張り合
　わせて多面体になるかど
　うか試してみよ.

写真 21：正 12面体

生徒 D:
　おお！
　見たことない立体！
生徒 A：
　こんな多面体もあるんだ

　

生徒 B：なんかまだまだいろんな多面体ができそうだ！
生徒C：じゃあ、正五角形が 4枚集まったらどうなるかな？

写真 22：3つの正五角形

生徒 D：
　正 5角形が 3つてもこん
　な感じ
　これじゃ 4つ集めるのは
　無理だ！

図 9：正 5角形

生徒 A：
　正 5角形だから, 中に三
　角形が 3つ入っているか
　ら, 内角の和は
　　　 180° × 3 = 540°
　そうすると一つの内角は
　　　 540 ÷ 5 = 108°
　だね.

　
生徒 B：正五角形が 3つ集まると
　　　　 108° × 3 = 324°
生徒 C：これに, もうひとつ 108◦ 加えると
　　　　 108° × 3 + 108◦ = 432°
生徒 D：正 5角形 4枚だともう 360°越えてしまいますね
生徒 A：ということは, 面の形が正 5角形の正多面体はこ
　　　　れ一つだけということですね.
生徒 B：すごいことがわかるんだ・・・

8 面の形が正 6角形の立体は？
生徒 C：そうなると次は・・・
生徒 D：正 6角形だとどうなる？

図 10：正 6角形 3つ

　正 6 角形の内角は 120°
なので,３つ集まっただけで
平らになってしまいます.

　
生徒 A：ということは, 正 6角形を面とする正多面体は存
　　　　在しないということだね.
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9 面の形が正 7角形の立体は・・・？
生徒 B：正 7角形,正 8角形・・・となっていっても, 内
　　　　角は 120°よりも大きくなるから, もうこれ以上
　　　　正多面体の面となることはできないということで
　　　　すね.

10 まとめると・・・
生徒 C：ということは,
　　　　正 3角形を面に持つ正多面体が,
　　　　　　正四面体,正 8面体,正 20面体
　　　　で
　　　　正四角形を面にもつ正多面体が
　　　　　　正六面体
　　　　正 5角形を面にもつ正多面体が
　　　　　　正十二面体
　　　　これ以上はない・・・
　　　　これで全部ってことかな.
生徒 D：平面上で正多角形がいくらでもあったのに, 空間
　　　　の中で正多面体はたった 5つしかないなんて・・
　　　　神秘的だね・・・
　

11 「見ること」について
図形の問題を考えるときには「図を描け」とはよく言わ
れることです. 図形の問題だけでなく, 考える状況を「図
で表す」ことも大きな助けになります.
しかし, 図を描いてボーッと見てれば何かがわかるかと
いうと, そういうわけではありません.「見る」ためにはそ
のための「心の準備」が必要です.
今回の学習で学んでほしいのは, 問題解決の現場を理解
するために「見る」ときも, 「最初はゴール」なのです. 解
決すべきこと・・・ゴールをしっかりと把握したらば, ゴー
ルから逆算的に考えるということを学んできました. 今回
のテーマでは, ゴールは「多面体の多様性」について考え
ることでしたから, 「たとえば」と具体化して具体例を挙
げたときに,「多様性を見たい」という気持ちを持って「見
る」ことが大切です.
「見る」ときに, 漠然と見ることでは気づかないことが
多いものです. 多面体の多様性を考えるのですから, 同じ
正三角形を面と持つのに異なる多面体 2つを比較するとい
う「意志」を持って見ること重要でした.
さらに,「見る」ときには, 視点を決めることも大切でし
た. 多面体は面と辺と頂点という 3つのものから成り立っ
ているので, その 3つの要素のどれか一つに焦点をあてる
ということが大切です.
今回の学習で学んだことを, 問題解決の色々な場面で活
かしていけるようにしましょう.

12 生徒感想
●正多面体がいくつあるか考えた時に、いろいろなパター
ンを「もしもボックス」で考えてみて、グループ内で、あ
りえる、ありえないと議論するのが楽しかった。また最初
「見る」といっても何をどう見ればいいか分からなかった
が、変化を調べるには圧倒的に情報量の少ない方よりも、
いくつか規則性の見いだせそうな方に着眼した方が良いと
分かった。中学のときに正多面体は限られた数しかないと
習った時は「そうなんだ～」くらいにしか思っていなかっ
たが、今回の授業で、360°にはまる角だけしか作れないと
いうことが判明してなるほどと思った。規則性や条件さえ
見つけてしまえば他のものも調べやすくなるので、難しい
のはやはりどこに目をつけるかということだと改めて思っ
た。今回も先生の話を聞いてから注目するところがわかっ
たが、それでも 4月の頃よりも注目すべきポイントを絞れ
るようになってきていると思う。特にグループで活動する
ようになってから、みんから様々なインスピレーションが
得られて楽しい。
　私は空間図形や立体をイメージするのが大の苦手だが、
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面と面が集まってできる頂点に注目すると平面でも考える
ことができたし、展開図にすれば平面図形で考えることが
できた。このように 1つのポイントに的を絞ってそこの変
化について考えていって、そのポイントも、より情報の多
そうな所が良いと学んだ。
●正多面体は規則性を見つけることが大変だった。面の
形、辺の数、を一つ一つ丁寧に考えて、何か規則性がある
ものはないか探しました。また正四面体の次は正○面体、
正三角形、正○角形のように、次の場合はどうなるか 1つ
1つ追って考えることができました。また、辺がどのよう
な位置関係であるのかというように、位置関係も考えなが
ら解くことができました。
　そして、そこで出た考えがどうしてそうなるのかという
のをグループで考え、共有しながら進めることができまし
た。グループ内で考えたことは自分の中で納得することが
多かった。
　次の授業も順を追ってグループ内で共有して考えていき
たいと思う。
●今回の授業をするまでは、私は正多面体は無限にあって、
だんだんと球に近づいていくのだと思っていました。しか
し実際にはそんなことなどなく、5個しかないと知ったと
き、とてもびっくりしました。またサッカーボールも正多
面体だと思っていましたが、よく見たら正多面体ではなく
て、もっと観察力が必要だなと感じました。
　今回は 1 つの図形を様々な角度から見て、その図形の
性質や共有点を探すことができました。また、実際に木製
の正十二面体を用いたことで分かりやすさが増して良かっ
たです。立体を「じーっと」見ることがどんなに大切なこ
となのかよく分かりました。今回の話題も前回までのキー
ワードを使って、授業のつながりを感じました。
●私は今回の授業が「図形」だと聞いたとき、正直「苦手な
図形かぁ」となってしまった。自分は苦手な図形でもでき
るだけ頑張ろうと思った。授業が始まり最初の議題は「正
多面体はどれだけあるの？」というものだった。まず自分
たちが知っている正多面体を全てあげて何か法則はないか
と考えた。先生の助言を得て、正多面体の角に注目するこ
とにした。どの正多面体も 1つの頂点に 3つ以上集まって
いることが分かった。そこで立体的にあり得ない角が平面
になる場合を考えたとき、それは 1つの頂点に集まった角
が 360◦ になつときであると分かった。ここで私は視野を
広く持つ大切さと条件を整理するという大切さというのを
学んだ。
　さらに課題を解決するために必要となったのは、共通点
を探すことだ。今回の授業では上に述べたことからもわか
るように、1つの頂点に 3つ以上集まっているという共通
点から答えを導き出そうとした。そして正多面体は 5つあ
り正二十面体が最大であることがわかった。

　この授業では仲間に教えてもらうことが多く、図形が苦
手な自分でも理解することができた。
●生活していく中で、正多面体をじっくりと「見て」観察す
るということは、今までで一度もなかったので、とても興
味深かった。同じ立体を見つめているだけであっても、頂
点に注目したり面に注目したりなど、考え方を変えること
で、その立体が一体どのような立体なのかを少しずつ理解
することができるということが分かった。これは立体や数
学だけに使えることではなく、日常のあらゆる面で使える
考え方であると思った。問題に対して、まずはじっくり観
察して、どうすればよいのか、どのようにアプローチすれ
ば良いかということを考える事の大切さを改めて感じた。
●中学校のときに、正多面体はもっとあると習ったように
記憶していたけど、ただの記憶違いだったのだなと思いま
した。しかし小学校の頃に習った図形の見方を、高校生に
なって使うとは思っていなかったので、小学校で習った基
本中の基本はいつになっても大事なものなのだということ
を実感しました。1つの頂点に対する角の大きさの合計が
360°を超えると、立体がつくれないということが、今思
えば当たり前のことだけど、今回の学習ではいちばん感動
しました。
　今回は多面体がいくつあるのか、個数だけを求めて終わ
りでしたが、いつか機会があったときには、それらの正多
面体の辺や面、頂点の数にはどのような関係があるのかを
調べてみたいと思いました。しかし、本当に正多面体は 5
つしかないのか、疑問に思いました。具体的に何か案があ
るわけではないけど、正三角形を組み合わせたら、もう一
つぐらいは正多面体が出来るのではないかと思いました。
●考えたこともない話題で、少しずつ条件を分けて考える
のを意識できた。班（グループ）活動だと個人で考える時よ
りもさらに友達と協力して考えやすいので、とてもよかっ
た。どの部分に目をつけて考えていけば正解にたどりつけ
るのか、班員で良い雰囲気で話し合えたと思う。実際、先
生の話を聞く前に、少し近づいた解答を導き出せたり、正
解に繋がるような考え方が出来ていたときがあり、うれし
く感じた。普段は教科書や問題集などに書かれるような問
題視か目にせず、このような問いにふれることもなかなか
ないため、いい時間になった。グループでの活動だと、自
分が思っていたのとは逆方向の始点だったり、新たに疑問
に思うことが出てきたり、個人の活動では起こらないこと
が多くあり、より深く考える事ができるため、これからも
グループでの活動で行っておほしいと思った。
●今回の授業では、正多面体について様々なことを知るこ
とができた。私は正四面体・正六面体・正八面体以外あま
り見たことがなかったため、今回それ以外の正多面体を実
際に見ることができ、立体に対する興味を深めることがで
きた。今回の考え方の一つである「もしも○○だったら」
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をどう使うかを思いつかなかったため、多角的に物事みる
ようにしたいと思った。今回は「もしも正三角形でできる
立体だったら」と考えて上化 rあみて六角形に正多面体は
ないことがわかり、なぜそうなるのかを知ることができた。
その考え方を身につけたいと思った。正多角形は無限にあ
るが正多面体は 5個しかないということが分かり、平面と
立体では大きな違いがあるということが分かった。立体を
平面に表すというのは難しいと思った。どうすれば分かり
やすくなうのかを考えて実際にやるということが大切だと
思った。
●今までは正多面体の数が、グラフや倍数のように無限に
続くものだと思っていたが、5つだけととても少なかった
のでとてもびっくりした。また、このことを考えていく中
で、今まで以上に、小学校のときに習ったことを活かして考
えることが多かったので、しっかりと今までの授業の復習
をして、しかり身につけることが大人になっても役に立っ
ていくことに気付いた。特に立体についての説明はとても
わかりやすく詳しく書いてあったので、義務教育の大切さ
を改めて実感し、私たちが習っていることはすべて小学校
の算数から広がっているものだということもわかった。
●正多面体には様々な種類がある中で、その多面体それぞ
れに平行な辺や面はそれぞれに違い、色々な角度から見て
探してみるのが面白いなと思った。その多面体の中で、正
十二面体に注目し、自分たちの目でその規則性について探
した。初めの方は配られた木製の正十二面体の物体を机に
置いてじっとメルだけで、気づきなど何もなかったが、辺
が机と平行になるように置いてみたり横から見たりするこ
とによって様々な発見があって面白かった。正多面体は、
平行な面や辺などが、それぞれ違い、それらを数えて規則
性を見つけるのも興味深いなと思った。
●正多面体は、このような授業が始まる前は、正多角形の
ように無限にあると思っていたが、数個しかないという事
を知れたので良かったです。知れるぐらいまでならたった
一つの知識が増えたぐらいにしか感じられなかったと思い
ますが、数学的思考を使って、正多面体は無限にないこと
を証明できる方法を知れ、とても面白く興味深い授業にな
りました。この数学的思考は正多面体を作る際にも活かせ
ると知れました。
●最初、自分は正多面体は無限にあると思っていました。
しかし、授業で規則性を見つけていけないほど有限だとい
うことがわかってしまいました。やっぱり今回の授業で
も、結果を予想してそこから考えるという事と具体的に数
字を当てはめてみるということがとても役に立ちました。
自分はテストでよく何をすればいいか分からず、手も足も
出ないことがあるけれど、こんかいのように結果から逆算
して考えるということと、具体的な数字をあてはめて考え
るという二つの武器を駆使して部分点だけでもいいから解

答できるようにしたいなと考えました。テストまで日にち
が少ないので、演習問題を解いて身につけようと思いまし
た。
●今回の授業は正多面体のことで、正多面体がどれくらい
あるかという問いだったが、何から始めればよいのか f分
からずにいたり、先生が、問いが出たらまずは具体化する
とアドバイスをしてくれ、いくつかの例を出し、それがど
のようなものかを考えながら探究を進めていくことがで
きた。多面体の特徴：面の数や形などを表に書き出し、あ
る 1つの特徴だけを見て考えた時に、どうなるかなど考え
進められた。また、表だけでなく、図を書き、1つの頂点
に何個の面が集まるのかや、式を用いて考えたりなどして
答えを導くことができた。自分は正多角形が無群にあるこ
とから、正多面体も無限いあるのではないかと最初は思っ
ていたが、正多面体の面の形に着目したときに、面の形に
よっては、頂点に集めたときに合わないところができてき
て、面の形と、また多面体の数が絞られてきて、有限なん
だって分かった。今回もグループの活動だったが、自分の
グループは話し合うよりも一人でもくもくと進めていく人
が多かったため、次のグループ活動では、メンバーの力も
借り、力を合わせながら探究をすすめていけるようにした
い。
●この時間は「正多角形はどれくらいあるのだろう？」と
聞かれ、正三角形から正六面体など具体的に正多角形を挙
げて、では「正多面体はどのくらいあるのか？」というの
が今回の時間のテーマでした。最初はたくさん存在してい
るのだと思い、どこから手をつけていけばたどりつけるの
かを考えていた。そんなときには「まず具体化」を考えて
見る。正四面体、正六面体、正八面体と分かる正多面体の
数を挙げて、次に挙げた正多面体の面の数、辺の数、面の
形を表にしてどのよな特徴があるのかを調べました。辺の
数に注目しました。面の数は正○面体の○の数で、面の形
は正三角形か正四角形なのに対して、辺の数は減少したり
増加したり不規則な変化をしていたので注目しました。そ
して 1つの頂点に着目し、1つの頂点から何本の辺がでて
いるのかを考えました。そうすると 1つの頂点から出てい
る辺の数には限界があることが分かり、360度で一周だか
ら 360度を超えて島手てゃいけない。このようにして計算
して正多面体の数を調べることができた。最初はどこから
手をつけたら良いのか分からなかったが、具体的なものを
思い浮かべ共通点や特徴を見つけることで問いに対する答
えが見えた。正多面体にとどまらず、ｎについてのときも
同様でした。まず具体化してみることが何に対しても重要
だと改めて感じました。
●最近数学は公式を覚えて練習問題を解いて・・・と教科
書の内容をとりあえず覚えて使えるようにしてと勉強して
いたので、しっかり頭を使って考えるという事をあまりし
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ていませんでした。テストや課題に追われて、教科書の内
容をひたすらやって、分からない問題は答えを見て解き方
を覚えて、・・・と繰り返していると、これは本当に自分の
身になっているのか、テストで同じような問題が出たら、
しっかり答えられるのかと考えていました。なんだか頭が
疲れるような感じがしないような、頭をいっぱい使ってい
ないような、ぼーっとした感じがしていました。
　今回の正多面体について考えた時、やっと頭がぐるぐ
るするような、頭を使った感じがしました。面や頂点の数
は？立体の固い葉？と、もう、どこから考えてよいのか分
からないような問いだったけど、ぼーっと問題を解くのと
違って、問題の意味をしっかりかみしてて理解したり見方
を変えてみたり、この数学の探求の時間だけでなく、普段の
数学や他の教科でもこの感じがしっかり味わえるように、
もっと深く考えてみようと思いました。
●今回の「探究の時間」では、「正多面体ってドンダケ？」
というテーマで、正多面体の秘密について探究しました。
今回も、テーマについて何をどのように考えて行くかとい
う道筋に、いくつかのポイントがありました。まず、正多
面体を調べるにあたって、正多角形からその性質を調べて
いき、次に正多面体を具体化して、正四面体、正六面体、
正八面体について、辺や頂点の数、面の形などを調べて表
にまとめました。そこから法則性や気になる点を見つけて
いきました。
　すると、一つの頂点にいくつの面が集まっているか、と
いう点に気がついて、面の角度の限界から、存在する正多
面体の限界があることに気づきました。そして、今度は、
正多面体を様々な角度から見て、分かっている角度や長さ
などの条オフから、分かっていない角度や長さを求めまし
た。このようにして、正多面体についての考えて探究して
いきました。この授業で、私は主に、二つのことを学びま
した。一つ目は、正多面体が、正四面体、正六面体、正八面
体、正十二面体、正二十面体の 5つしかないということで
す。今まで正多面体に考えたこともなく、勝手にもっとた
くさんあるものだと思い込んでいたので、地味に驚きでし
た。そして 2つ目は、毎回ですが、物事を考えるときの道
すじです。テーマが合って、そこから、とりあえず簡単な
ことから考えてみる。具体例を出してみる、それまでの知
識を活かして分かっていることを書き出し、考えてみる、
など、これは数学以外の探求でも使えると思います。
●自分は正多面体がいくつあるかを考えるために具体化し
たとき、三角形だと、辺が・・・、頂点が・・・と考えて、そ
の関係を考えていた。だが今日の授業の中で考えたのは、
辺だけを見ると、三角形が・・・、四角形が・・・という
見方であった。縦の関係で見て進展がないときは、見方を
変えて横の関係でみることも大切なのだと思った。
　今回は面の形に着目して、正多面体が 5つであることが

分かったが、頂点、辺の数の関係から考えることもできな
いか、考えようと思った。「いくつあるか」という問われ
方は図形だけでなく様々な単元でよくあるが、一般化され
たまま解こうとしても難しいので、まず具体化して、それ
を一般化するという方法を視野に入れようと思う。解き方
の選択肢が多い方が条件が加わった時に対応できる幅が広
がると思うので、様々な見方を考えていきたい。
●今まで多面体の性質について、小・中学校のときに学ん
できたけど、正多面体を詳しく自分たちだけの力で調べて
いくのは新鮮で面白かった。最初はどんな形であれば正多
面体になるのかという話から始まって、紙に立体的に書こ
うとするとどうしても難しいところがあった。しかし、グ
ループの皆と話し合うことで、それぞれの正多面体の辺、
面、頂点んおかずを調べることができた。多面体の面の形
に注目して正多面体の数について数えていこうとしたが、
途中で頂点と交わっている辺の数に注目するという考えが
でてきて、今まで考えたこともなかったからなるほどなぁ
と思った。また、面の形にも注目して、一つの角の大きさ
と頂点に接している面の数から、何多面体までつくること
ができるのか考えた時、同じグループの人に教えてもらう
ことで理解することができた。
●今回の授業テーマ「正多面体」問題をいろいろな角度か
ら見ること、色々な数・値を調べて、特徴があるかなどを
見いだせることを学んだ。
　問題の答えが導き出せないときには、その形・数・辺な
ど色々なものを見ることが大切だった。色々なものを調べ
る・精査することで、新しい発見や答えが見いだせるかも
知れない。つまづいたときは、色々な視点から。
　今まで多面体をただの立体としてしか捉えてこなかった
が、今回の授業を受けて、色々なモノとして図形を見るこ
とができて、色々な気づきがあり、とても面白かった。
　今回の授業で学んだことを活かせるように、様々な考え
方をもって、これからの授業やテストに臨んでいきたい。
●私の周りにはいつも図形があった。小学校のとき使って
いた算数の教科書にのっていたテトラ君をふと思いだす。
何気ない日常の中に正多面体がいたんだとそのときはじめ
て知った。高校の教科書をめくってみる。そこにはもうテ
トラ君はいなかった。私はテトラ君の特徴を書き出してみ
る。「正式名称：正四面体。辺の数：６、面の数：４、頂点：
４、面の形：正三角形・・・」テトラ君はいつもそこにい
たのに、高校生になった今、テトラ君がもういない今、特
徴を知った。近くにあるものこそ見えないものなのだと痛
感した。テトラ君は中学生になって変わってしまった。私
たちが悩み、困っているときに優しいアドバイスをくれた
テトラ君は、表紙で宇宙船に乗っていた。私たちもテトラ
君も大人になったんだー・・・。そのことに気づいた時、
私の中である勇気が生まれた。それはテトラ君との思い出
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に分かれを告げるということだ。この世にはテトラ君以外
にもたくさんの図形、正多面体が存在する。そんな当たり
前だけど普段は見えていないものに気づかせてくれる授業
でした。ありがとう。
B,32,瀧　田　蒼　来,,,たきた　そら,女,磐井中,A3,2,1,未
定,●これまであまり考えることのなかった、正多面体の
数を知ることができた。個の数を知る前までは、中学校ま
での授業で取り扱ってきたり参考書などで見聞きした、正
四面体、正六面体、正八面体、正十二面体、正二十面体い
がいのもたくさんの背板面 t内があると思っていたので驚
いた。また正十二面体を作る前に、辺の長さや角の大きさ
を求めた時、最初は難しくてわからなかったが、分かって
いる数や解き進めていくうえで求められた数を書いて行く
ことによって計算しやすくなったので良かった。
　今回のこの授業での収穫はとても多かったように感じる
ので、忘れないようにしたい。
●「正多面体ってドンダケ～～？」
　いくつもの同じ図形が集まってできる正多面体。辺、面、
それらに着目したとき、軌跡が起こる・・・。
　私はずっと後悔していたことがある。中学校のとき、しっ
かり図形を勉強していなかった。そのせいで、初めから授
業が 1mmもわからない。図形の「軌跡」に気付くことが
できない。ただただ歯がゆい思いだった。「まずは具体化
じゃない？」あるクラスメートがくれた言葉だ。ぐちゃぐ
ちゃにからまっていた糸が、すっと解きほぐされるのを感
じた。この感動を誰かに伝えようとしたとき、私の視界は
涙でゆがんでいた。
　この授業の中で、私はいくつの気づきがあっただろうか。
今までの私ならば、辺が何本で、面が何枚で・・・という
当たり障りのないことを並べていただろう。今は違う。正
四面体と正八面体は同じ正三角形でできていること。違い
は 1つの頂点に 3つの面があつまっているか、4つの面が
集まっているか。そして、正三角形が 6つあつまるともう
多面体はできないということ。そして何より一人ではない
という奇跡。
　この 1年 B組で出会い、ともに学ぶことのできる奇跡
に、私は感謝して大切にしたい。数学の「奇跡」に出会う
その日まで。
●正多面体にも法則性があることがわかった。正多面体の
一つの面には意外と意識を向けたことがなかったので、新
しい発見だった。今回の探求も分かりやすかった。しかし、
どうしても授業に対して消極的で受動的に自分もクラスの
みんなもなってしまっているので、変えていく必要がある
と思った。今回の探求は図形の中でも「正多面体」という
分野の学びを深めることがでｋちあと自分でも思った。宮
本先生が今までの探求にもってきた内容は、自分はとても
面白いものだなと思っていたが、数学の数多くの分野の中

でも図形がいちばん好きな自分にとって、今回の探求は過
去１で面白かった。また、先生が作ってきた多面体はとて
も丁寧で精密に作られていてすごいと思った。図形、図面
を使用しても説明はとてもわかりやすかったです。
●授業では、注目することををしぼって考えてみることを
学んだ。正多面体の場合は、原点からの辺の本数、面の数、
頂点など注目するポイントを変えただけで規則性が見つか
ることがあると分かった。また、この数値の変化を見るた
めに、まず具体化をして、具体例をあげて考えてみること
が大切だと分かった。「ｎといったら１，２，３・・・」と
似ていると思った。この考え方は今後複雑な問題を解くと
きにも、問題を考え始める手段として有効だと思ったので、
難しそうだと諦めずに「まずは具体化！」とトライしてみた
いと思った。●正多面体の形という角度から見たように、
物事や問題を見るときに、どの角度から切り口を広げてい
くかということの大切さを改めて感じた。面の形に着目す
るところまでは考えられたが、その後の一つの点に何個ま
で面が集まるかを考える所まではいかなかった。もっと数
学的な思考を身に付けることで、一人で問題解決ができる
ようにしていきたいと感じた。また、考える前に、知って
いる正多面体をあげて、具体化することで、考え方が広がっ
ていくのだと思った。これから問題を考えるとき、具体化
をしてから、切り口を考えるという過程をしていきたい。
●最初に正四面体や正六面体など知っている正多面体を出
してから、どういうものが正多面体になるのか考え、正十
二面体もあるということを導くことができて良かった。1
つの頂点に集まる角の和が 360°より小さいときに立体に
なることがわかった。正三角形は 1つの角が 60°だから
3つ集まるとき、4つ、5つ集まるときも立体になることが
わかった。また、正方形の 1つの角は 90°だから、3つ集
まるとき、正五角形の 1つの角は 108°だから 3つ集まる
とき、それ以上の正多角形は 3つ以上集まると 360°を超
えるので、正多面体は、正四面体、正六面体、正八面体、
正十二面体、正二十面体の 5 つしかないということがわ
かった。小学生のときの図形の見方をもう一度振り返って
みて、辺おかずや頂点の数などから、規則性を見いだすの
も大事だと改めて思った。算数から数学もつながっている
ことがわかった。「ｎといったら１，２，３，・・・」など
の考え方を今回も使ってみて、なんとなく慣れてきた気が
するので、これから一人で数学の何かをかんがえるときに
も使っていきたいと思った。
●正多面体を見るとき、「正○角形が集まっている」という
見方しかできていなかったが、今回「1つの頂点に集まっ
ている図形は何個か」という見方があると知った。一見何
も法則がないように感じるが、よく考えて見ると法則が
あると分かった。この考え方は今までの「探究の時間」の
中で一番分かりやすく、自分で答えを導き出すことができ
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た。正多面体はたくさんあると思っていたが、おもってい
たよりも正多面体は限られた数しかないことが分かった。
正多面体を構成する図形の内角を使って求めるところがと
てもおもしろかった。数学はこまかく学ぶ分野が分かれて
いるようで、全てがつながっているのだと感じる時間だっ
た。苦手分野があると、解きにくくなる問題が多くなって
くると思う。これから、学んで行くうえで、苦手分野がな
いように努力していこうと思う。今回一番分かりやすい内
容だったので、楽しく授業を受けることができた。また、
この授業の次のステップとして「立方体から多面体を切り
出す」という授業があったことがとても良かったと思う。
考えるだけではなく実際に切り出してみることができた。
三角柱を切っていくだけなのに、あるとき突然五角形が現
れた時は思わずを声をあげました。●「自分に欠けている
ところがある。空間認知能力だ。」と思っていたが、立体
を平面で考えてから立体に戻すという作業を行えばいとも
簡単に理解ができた。そういう意味では今回の授業はプラ
スでしかない。多面体と聞くと「え～ドンだけ？」と思っ
ていたが、この思考法によれば「なんだ、ソンだけか」と
理解できるようになった。
●宇宙には、正四面体、正六面体、正八面体、正十二面体、
正二十面体の 5 つの正多面体しかないことが分かりまし
た。角度を求めるとき、自分一人では考え方までしかわか
らず、計算が全然上手くいかなかったので、同じ班になっ
た人に助けてもらいながら求められました。グループで話
し合うことが楽しかったし、どのように見たらいいのか考
えを話し合うことも色々な考え方がでてきておもしろかっ
たです。活発な話し合いと意見交換ができたので、様々な
考えに触れることができたと思います。
　授業で習ったことを使えるところもやりがいを感じられ
て楽しかったです。
●正多面体について、小学校の頃からずっと学習の時間に
取り上げられてきたが、面の数や辺の数、頂点の数がどう
関係しているのかわからないままだ。図形の問題は得意な
人と不得意な人ではっきり分かれるなと思った。正多面体
が 5 つしかないというのは初めて知り、驚いた。正多角
形は多くあるのに対して正多面体は 5 つしかないという
のはなんとも不思議で本当にないのか？面をたくさん増や
せば、新しい多面体ができるのではないか？と思った。だ
が、先人は同じ疑問をはるか昔から持ち、そして考え、こ
の結果、5つしかないという結論にたどり着いたのだろう
と思った。立体を見るときに、色々な角度から見ると違う
形が見えたりして、気づきがあった。それが答えに結びつ
くために必要な要素なのかは分からないが、その気づきが
他の新しい発見を見つける鍵になるのかな、と思った。生
きる上でもいろいろな視点で見るようにした。
●正多面体をじっくり見たのは久しぶりだったように思

う。最初は、直方体や正四面体、正十二面体、正二十面体
などの正多面体を見て、特に正十二面体というのは「きれ
いだなぁー」ぐらいにしか思わなかったが、1つの面の形
によって、できる頂点や辺の数が異なってくることを知っ
た。また、自分でこの他の正多面体を作ってみようとした
が、簡単なことではなかった。正多面体の世界は深いのだ
と思った。また、よく観察してみると、頂点や辺の数、1
つの頂点に集まっている辺おかずなどに注目すれば良いこ
とを思い出した。これは小学生の頃に勉強したことにつな
がっていて、小学校で習う基本は大事だと思った。
●今回の授業の重要ポイントは「もしもボックス」と多面
体だけに多角的な角度からの視点んの使用が必要だという
ことだろう。この高校に入るためには、少し勉強すれば誰
でも入れるという事を先生が言っていたが、まさにその通
りなので、今回のように ifや多角的な角度から物を見ると
いう事に慣れていないのだろう。つまり、基礎は少しでき
るが、応用力が全くできないという事だ。自分で書いてて
悲しいが、無知の知というし、これからできるようになれ
ば良いという事でもある。
●私はこの学習をするまで、正多面体についてよく考える
ことはありませんでした。様々な多面体によって辺の数、
面の数がそれぞれ異なり、それらを比較して関係性を見つ
けていくのがとても難しかったです。正多面体同士を比べ
た時、私が一番気になったのは、一つの頂点に集まる面の
数です。ただ単に、面の数や辺の数について考えるならば、
小学校の学習の応用にしかならないけど、私は今まで一つ
の頂点に集まる面の数については考えたこともなかったの
で、とても面白かったです。この正多面体の学習を通して、
私は考え方、ものの見方の幅が広がったと感じます。一般
的に着目する視点とは違う面から図形を観察し、特徴を見
つけたり、「辺の数がいくつだと、こうなる」のように「も
しもボックス」の考え方を使って、ある事を基準にして、
物事を比較してみるなど、今まではあまりしたことがない
考え方だったけれど、違う点が見つけやすく、整理もしや
すいので、とても良い考え方だと思いました。
●私は今回の学習を通して、正多面体という物の様々な特
徴を知ることができた。普段、図形というものをここまで
しっかりと「見る」「考える」ことはなかなかなかったか
ら、とても面白く役立つ良い授業だった。正多面体という
物の規則性を考えることはとても面白いと思った。正多面
体には様々な種類が存在し、それぞれどのような平面図形
が組み合わさってできているのかを考える事がとても大切
だと思った。数学というのはとても興味深い学問なのだと
改めて感じた。今回の学習で手に入れた「見る」力をさら
にパワーアップさせて身の回りの問題解決に尽力していき
たいと思った。今回の授業で得られた力を大切にして、次
回の授業も強い関心をもって臨んでいきたいと思う。
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●「正多面体とはどのようなものか」というところから授
業はスタートした。すべての面が同一の正多角形で構成さ
れていると言うことはなんとなくだが知っていた。ただ、
それ以外の特徴というのはあまり分かっていなかった。正
多面体が、正四面体、正六面体（立方体）、正八面体、正
十二面体、正二十面体の 5つしかないことを知った時は、
もっと多くの多面体があると思っていたため、あまりの少
なさに驚いた。その後、5つの正多面体について、面の形、
1つの頂点に並べられる面の数、頂点の数、面の数、辺の
数に注目し、図や実際に正多面体を用いて観察を行った。
観察を終えて、面の形が正三角形、正方形、正五角形の 3
種類しかないこと、1つの頂点に並べられる面の数が最大
でも正二十面体の 5枚ということ、などが分かった。観察
を行う時に、ずっと同じ方向ｋら見ているのではなく、視
点を変えて、真上から、真横から・・・としたり全体をた
だ見るのではなく、たとえば面に注目して見るなど 1つの
ことに絞って観察して見ると新しい発見がどんどん出てく
ることを実感した。今回の観察に限らず、様々な物事を見
るときに少し視点を変えるだけで、何か 1つのことに絞っ
て注目してみることで、今までになｋった考えが生まれる
のだろうと思う。
●正多面体は作ろうと思うと何面でも作れると思っていた
けど、作れる正多面体は決まっているということを初めて
知りました。また、正八面体は四角錐を 2つ合わせた物だ
ということも初めて知りました。また 4つあるうち正方形
でできているものはリップ対だけということや、それ以外
は正三角形でできているということ。そして正六角形など
でできている正多面体はないというおとが分かりました。
いつも普通に思っていることもよく考えてみると今回のよ
うに限りがあったりするのがおもしろいし、興味深いと思
いました。
●正ｎ角形が円形に近づいていくように、無限に存在して
いるように、正ｎ面体も球形に近づいていくように無限に
存在していると漠然と考えていたので、実際は限りある何
個かしかないことに驚いた。辺の数や面の形を観察するこ
とで、次に何が起こるか予想できることがわかった。
●私たちの生活には様々な図形が使われており、目にする
機会が多いです。しかし私は今まで図形、多面体について
深く考えることはありませんでした。逆に正多面体につい
ては身近な物としては正六面体（さいころ）しかなかった
ので、こちらもあまり気にしたことがありませんでした。
なので、今回の学習は特に興味深く、非常に楽しかったで
す。「プラトン多面体」という言葉を頭のノートにメモし
ておこうと思いました。
●皆で話し合いながら正多面体が何個あるのか考えるのは
楽しかった。また、実際に自分たちの近くにある多面体に
ついて考えたのは初めてだったのでわくわくした。正多面

体が自分が思っていたより身近にたくさんあったことには
驚いた。この先、生活していく中で正多面体とふれあう機
会がたくさんあると思うので、目を光らせて探そうと思っ
た。
　授業で、正多面体の面の形は、三角形か四角形か五角形
しかないと言われたことも驚きだったので、自分の目でも
たくさんの正多面体を見て確かめたい。
●私ははじめの授業では正多面体なんて無限にあるもんだ
と考えていたが、そうではないと知ってとても驚いた。面
の堅い正五角形や正三角形などで構成される正多面体は数
えられるほどしかない。ノートに書いて考えて見たが、や
はり平面や頭の中で考えてイメージして見るのは難しかっ
た。しかし、先生お手製の正多面体の模型を見てすぐに理
解することができた。頭で考えて見るのはもちろん大切だ
が、時と場合によって、工夫して考える事もとても大切だ
と学んだ。そして多面体の面の形や長さを文字を使って求
める事ができたので、とても驚いた。
●正多面体はもっとあると思ったけれど、5つしかなくて
びっくりした。正多面体のうち正八面体をつくる計算がむ
ずかしかったけど楽しかった。身近であまり正多面体を見
ることがないからとても面白いなと思った。他の正多面体
も作ってみたいと思った。計算で考える時、二次元のもの
を三次元のものとして考えるのが難しかったあ。正多面体
のものが身近に活用できることはないか考えるのも面白い
なと思った。
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